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隅田川･荒川･旧中川・北十間川など墨田区にある
川の流れと、公民学の連携を表現
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ビジョン策定委員会2021.04.30 開設

ＵＤＣすみだ
の活動エリア
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北側全景

2021.04.01 開設
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千葉大学墨田キャンパス設置準備事務室
sumida-jimu@chiba-u.jp

千葉大学デザイン・リサーチ・インスティテュート

※本組織については、機能等について現在検討を行っておりますので、組織の名称等も含め、本紙に掲載されている内容から今後変更される可能性があります。

未来志向型キャンパス 

キャンパスロケーション 

新たなキャンパスにおける３つの機能

立地
●　匠の拠点である東京都墨田区に立地
●　他のキャンパス（西千葉・松戸・亥鼻・柏の葉）との連携
●　首都圏の自治体・企業・大学との連携
施設配置
●　キャンパス・コモン：地域とキャンパスを結ぶ集いの場
●　千葉大学 dri・情報経営イノベーション専門職大学・文花子育てひろば・あずま百樹園
●　学術拠点、地域住民の居場所、自然環境の共在・ネットワーク

       クリエイティブ研究拠点
未来生活を描き（イノベーション＋デザイン）、描いた未来を実証します。都市、街並
みから建築、生活用品まで、多様なフィールドにおけるエンジニアリング・デザイン
を実施するほか、施設内において、リビング、キッチン、ベッドルーム等の多様なプ
ロトタイピングが可能となります。

      多様な教育プログラム
西千葉等で実施している学部、大学院の演習授業等の一部を実施するほか、留学生
向けのショートプログラム、国内の企業向けリカレントプログラム、高大接続・初等中
等教育との接続授業等を実施します。

       地域連携
リージョナル・リサーチ・インスティテュートとして、地元企業の技術開発支援やもの
づくり研究施設など、すみだ中小企業センターのレガシーを引き継ぎます。
また、地域住民も活用可能なスペースとすることで、イノベーションを身近に感じるこ
とのできる環境を構築するとともに、本キャンパスは公・民・学が連携したまちづくり
プラットフォーム「UDCすみだ」の活動拠点になります。
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キャンパスフロアマップ

コモンスタジオ
5F

クリエイティブラウンジ

インタラクティブスタジオイノベーションアトリエ

4F

オープンオフィス・ワークスペース

フリースペース

ラーニングスペース

クリエイティブラウンジ

シミュレーションスペース

モデルショップ（工房）

エントランスホール・オープンライブラリー

スタジオ・ギャラリー
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千葉大学西千葉キャンパス 成田空港

羽田空港

東京駅

品川駅

上野駅

新宿駅 亀戸駅 総武線総武線

山手線 曳舟駅

西千葉駅

東京スカイツリー
半蔵門線

●   都営浅草線・半蔵門線・東武スカイツリーライン「押上」から徒歩16分
●   東武スカイツリーライン「曳舟」から徒歩16分

押上駅(スカイツリー前)　　　　 千葉大学墨田サテライト・キャンパス・千葉大学デザイン・リサーチ・インスティテュート

東武スカイツリーライン

（共同利用スペース）

（共同研究スペース）

地域開放・協働スペース

浅草橋駅 錦糸町駅 3

未来の生活をシミュレートする
デザイン教育研究拠点

• 築35年の旧すみだ中小企業センターを改修
• 全館（9,447㎡）を墨田区から賃借して利用

新建築 2 0 2 1 . 0 5 掲 載

J I A 環 境建築賞
B E L C A 賞 ベ ス ト リ ー フ ォ ーム部門

グ ッ ド デザ イ ン賞 2 0 2 3 受 賞
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キャンパ
ス

都市･地域施設 実証成果 実証成果

キャンパスは生きた実験室（リビングラボ）
まちのようにキャンパスをつくり、キャンパスのようにまちをつかう

キャンパスのようにまちをつくり、まちのようにキャンパスをつかう
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すみだ百計

キャンパスコモン･百樹園整備計画

すみだアカデミックハウス

すみだアーバンデザインコンペ

SHEAMB（シェアンブ）
プロジェクト
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すみだ百計

ニュースリリース

令和３年３⽉24⽇
墨⽥区

国⽴⼤学法⼈千葉⼤学

■作成の経緯
墨⽥区と千葉⼤学は平成29年3⽉に包括的連携に関する協定書を締結し、令和3年4⽉には、墨⽥区に千葉⼤学

墨⽥サテライトキャンパスが開設します。本キャンパスは、同⼤学のデザイン・リサーチ・インスティテュート
（略称dri）の活動拠点となり、分野横断的デザイン教育・研究を展開するとともに、地域と連動して社会の課題
解決に向けて実践的に取り組むこととしています。そこで、墨⽥区の喫緊の課題であった新型コロナワクチン接
種体制の構築にあたり、同⼤学⼤学院⼯学研究院の張益準助教の監修のもと、視覚伝達デザインの知⾒を活⽤し
たサイン計画を作成しました。
※ 本サイン計画については、千葉⼤学にて特許等の出願⼿続きを進めています。

■サインデザインの特徴
作成したサインは、「①被接種者個⼈⽤のマニュアル」「②動線のための床サイン」「③各スペース・空間把

握のパネルサイン」の3種類で構成されます。全国の⾃治体等で広く活⽤できるよう、ワクチン接種に共通する基
本プロセスを６つの⾊と番号に分け、接種の流れの理解を補助します。情報デザインの構成要素として、被接種
者個⼈が持ち運ぶペーパーファイルのマニュアル（①）は全体プロセスを理解させ、床サイン（②）は利⽤者が
経路を認識、スペースサイン（③）の⾊・番号は⽬的地の情報になります。各デザイン要素は、被接種者の接種
会場⼊室から退出までをサポートし、接種会場の密集・密接を⽣まないようにします。

■今後の活⽤想定
主に区内４箇所で実施する集団接種会場で使⽤する予定です。
なお、本サインデザインについては、墨⽥区以外の⾃治体等においても広く活⽤されることを想定しています。

使⽤につきましては、墨⽥区または千葉⼤学墨⽥キャンパス設置準備事務室までご相談ください。

コミュニケーションデザインの知⾒を取り⼊れた
新型コロナワクチン接種会場における誘導サインを作成

〜密集・密接を⽣まない接種体制の構築〜
墨⽥区では、新型コロナワクチン接種体制の構築に向け、接種会場の密集・密接を⽣まないため

の誘導サインを作成しました。サイン作成には、包括的連携に関する協定を締結する千葉⼤学の全
⾯的な協⼒を得て、視覚伝達デザイン（ビジュアルコミュニケーションデザイン）に関する知⾒を
活⽤しています。

本件に関するお問い合わせ先
（墨⽥区・千葉⼤学の共同事業について）墨⽥区企画経営室⾏政経営担当
TEL: 03-5608-6230 FAX︓03-5608-6407 E-mail︓GYOUSEI@city.sumida.lg.jp
（墨⽥区でのコロナワクチン接種について）墨⽥区新型コロナウイルス予防接種調整担当
TEL: 03-5608-1590 FAX︓03-5608-6507 E-mail︓HOKENYOBOU@city.sumida.lg.jp
（サインデザインの内容・使⽤について）千葉⼤学墨⽥地区事務室
TEL: 03-5655-5611 FAX︓03-5655-5613 E-mail︓sumida-jimu@chiba-u.jp

本プレスリリースは、墨⽥区役所関係記者、千葉県政記者クラブに配布しております。
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すみだ百計

2024年度末
竣工予定



計画開始から6年を経て 2023.03.12 オープン
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すみだ百計

2022
10.08～09

20222022

プランナーズプランナーズ 98

全国まちづくり会議 2022
in 東京・すみだ　特集号

大学のあるまちづくり
墨田の未来ビジョンとUDCすみだの役割

商店街活性化の視点から
紙田和代：キラキラ橘商店街「ハト屋」店主／
ランドブレイン取締役

地域産業振興・スタートアップ支援の視点から
有薗悦克：co-lab墨田亀沢 代表／株式会社サ
ンコー取締役社長

未来を担う子供たちとまちづくりの視点から
吉岡大司：墨田区立曳舟小学校 校長／墨田区立
曳舟幼稚園 園長

未来ビジョン策定について
岐部靖文：墨田区企画経営室 行政経営担当課長

①

②

③

④



すみだ百計

l 国土交通省「官民連携まちなか再生推進事業」
l 東京都「エリアリノベーション推進支援事業」
l 東京都「地域を主体とするスマート東京先進事例創出事業」

② アプリによる健康への気付き
プロジェクト

① 住民参加型公園管理
プロジェクト

③ 地域循環型のシェア傘
プロジェクト

取組概要

“大学の知”を活用した住民参加とシェアの革新による 健康ウォーカブル・スマートシティの実現 スミダ
みどり PJ
体験ツアー

あなたの撮った樹木写真を AI 画像診断します！
墨田区では、スミダみどりプロジェクトが進行中です。プロジェクトは、
住民が投稿した公園の樹木写真や利用者の動画を最新の AI により分
析し、公園の緑の状態や利用実態を把握し、区民の方々にとってより
良い快適な憩いの場所を作ることを目指しています。それらの技術は、
現在確立されていないため、世界で初めての技術になります。今回の
ツアーは、その一部を体験してもらうツアーです。区民の皆さんに隅
田公園の桜などの樹木の歴史や病害虫の話、公園管理の話などを聞
きながら、樹木の写真を撮ってもらい、AI による画像診断などを体験
してもらいます。是非参加してください。

開催日時：2023 年 11 月 11 日（土）　午後 2:00~ 午後 4:00
■場所：吾妻橋会館

（〒130-0001 東京都墨田区吾妻橋１丁目２３－２７）
■持参品：スマートフォン持参
■定員：10 名～20 名
■参加費：無料

( 受付開始：午後 1:30~)
雨天実施

本事業の一部は、令和５年度地域を主体とするスマート東京推進モデル
創出支援事業を活用して実施します。

主催：UDC すみだ
協力：情報経営イノベーション専門職大学
　　　千葉大学

申込はメールまたはQRコードから
udcsumida2@gmail.com


